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1 はじめに

韓国語の鼻音は，語頭で発音される場合，鼻音性が

弱化または脱鼻音化し，英語母語話者などにとって

[b]，[d]のような有声口腔破裂音に聞こえる傾向があ

ることが報告されている。この問題に関する近年の実

験音声学的研究として，Yoshida（2008）[1]や Kim

（2011）[2] が挙げられる。そして，Kim（2015）[3]

は，韓国語の脱鼻音化現象を，韓国語の音韻構造の中

で議論している。

Yoshida [1] は，韓国語鼻音の鼻音化の程度

（nasalance）を測定し，韓国語の鼻音は「脱鼻音化」

しているのではなく「弱化」していると述べた。ま

た，話者によって鼻音弱化の程度が異なり，語頭で起

きやすいと報告した。

Ahn（2013）[4]は韓国語鼻音の閉鎖区間の持続時

間を測定したが，語頭鼻音からは鮮明な鼻音フォルマ

ントが見られなかった。[b] または [d] に似た周期的

な波形が，鼻音の閉鎖区間の低周波数帯域から弱い

エネルギーとして見られたが，一部の音声において

は周期的波形が観察されなかった [4]。

しかし，韓国語母語話者は「脱鼻音化」によって

/m/ や /n/ としての音素の知覚を妨げられることは

ない。脱鼻音化は知覚的事象でもあるため，どの音響

的手掛かりが，どう知覚に影響しているかを確かめる

必要がある。脱鼻音化がどのように起きているのか，

その現象は毎回の発話でどのくらい変化し，また，１

つの発話の中でも時間と共に変化するのかを明らか

にすることが，本研究の最終的な目的である。

その第一歩として，本研究では，韓国語語頭鼻音

/m/ の発話が，一人の話者内においてどう分布する

のか，そして，/m/の有声区間を加工した場合，鼻音

の知覚に変化が見られるかを調べる。そのため，/m/

や /n/ の異音として [b] や [d] を有さない言語とし

て日本語を母語とする聴取者を対象に，聴取実験を

行った。

2 聴取実験

2.1 原音声

韓国忠清南道出身の 30代女性による /ma/，/me/，

/mi/，/mo/，/mu/ の孤立発話音声を録音した。録

音は，上智大学荒井研究室の防音室内で marantz
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ロホンを使用し行われた（48 kHz，16 bit，mono）。

2.2 聴取実験の刺激

語頭の /m/は，[m]で実現する場合や [b]で実現す

る場合を考えられる。そこで，原音声について，第 2

著者が予備的にインフォーマルな知覚判定を行った。

その結果、Table 1に示すように [b] として知覚され

るケースが多いことが分かった。

日本語母語話者に鼻音と知覚される可能性が高いと

判断したサンプルをなるべく含め，/ma/，/me/ 各

16サンプルからそれぞれ 10個を選択し，実験刺激の

原音声とした。

Praat version 6.0.17 [5] の sound editor 画面上で，

原音声の /m/の波形，パルスを参照し，安定した第 1

周期から，後続母音の第 1・2フォルマントの遷移の開

始前，または，口腔開放前までの有声区間を，零交差

点で選択した。Praat [5] の Duration manipulation

アルゴリズムで，選択された有声区間の長さを 2段

階で加工し，（1）原音声（step0），（2）/m/ の有声区

間を半分に縮めた刺激（step1），そして，（3）/m/ の

閉鎖区間を削除した刺激音（step2）を作成した。

2.3 実験参加者

20～40代の健聴な首都圏出身日本語母語話者 8名

（男：1，女：7）が実験に参加した。

2.4 実験手順

聴取実験は，上智大学荒井研究室の防音室内で行

われた。ノートパソコンで実行される Praat Experi-

mentMFC [5] により，オーディオインタフェースを

介し，ヘッドホンから刺激が提示された。

聴取実験は２肢強制選択の識別実験とし，各試行ご

とに１つの刺激音声がランダムに提示され、聞こえた

と思うものを２つの選択肢の中から１つ選んでもらっ

た。/ma/ の刺激音に対しては，カタカナで「マ」，

「バ」の 2択が与えられた。また，/me/ の刺激音に

対しては，カタカナで「メ」，「べ」の 2つのボタン

が画面上に提示された。選択ボタンの位置はカウン

ターバランスを取り，2通りに表示された。

実験の初めに，東京出身の 20代女性日本語母語話

者が発音した /ma/，/ba/，/me/，/be/ の音声サン

プルで，8試行の練習ブロックがあった。本実験では
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Table 1 原音声のサンプル数（n），/m/ 有声区間の長さの平

均，標準偏差，範囲（サンプル数以外において，単位は ms），第

2 著者により [m] と判断されたサンプル数（nasal）

n mean sd range 　 nasal
/ma/ 16 51.2 20.2 81.1 5
/me/ 16 44.6 24.4 87.1 8
/mi/ 16 59.6 17.4 59.8 0
/mo/ 16 53.8 28.5 125.6 0
/mu/ 14 54.9 22.8 72.7 0

Table 2 原音声（source）・加工段階 (step)別に表した有声区

間の長さ（単位：ms），および，刺激提示回数（16）に対する「鼻

音」判定の比率（rate）

aaaaa
source

step 0 1 2
aaaaa
source

step 0 1 2

ma01 ms 76.2 38.1 0 me01 ms 74.1 37.0 0
rate 0.4 0.4 0.3 rate 0.7 0.6 0.3

ma02 ms 102.7 51.3 0 me02 ms 92.0 46.0 0
rate 0 0 0 rate 0.4 0.2 0.3

ma03 ms 64.0 32.0 0 me03 ms 49.1 24.5 0
rate 0 0 0 rate 0.8 0.8 0.7

ma04 ms 45.4 22.7 0 me04 ms 38.4 19.2 0
rate 0.8 0.9 0.7 rate 0.1 0.1 0.1

ma05 ms 34.4 17.2 0 me05 ms 59.7 29.9 0
rate 0.5 0.4 0.4 rate 1.0 0.9 0.7

ma06 ms 33.8 16.9 0 me06 ms 50.0 25.0 0
rate 0 0 0 rate 1.0 0.7 0.4

ma07 ms 50.1 25.1 0 me07 ms 54.5 27.2 0
rate 0.5 0.7 0.3 rate 0.9 0.9 0.8

ma08 ms 50.4 25.2 0 me08 ms 60.7 30.4 0
rate 0 0.1 0.1 rate 0.9 0.9 0.8

ma09 ms 57.9 29.0 0 me09 ms 16.3 8.1 0
rate 0.2 0.3 0.1 rate 0.8 0.8 0.6

ma10 ms 16.6 8.3 0 me10 ms 15.8 7.9 0
rate 0.6 0.5 0.3 rate 0.9 0.9 0.9

average rate 0.2 0.2 0.2 average rate 0.5 0.4 0.4

20試行ごとに休憩画面が挟まれた。聴取実験の所要

時間は約 15分以内であった。

3 結果

実験刺激として使用されていないサンプルを含め，

/ma/，/me/，/mi/，/mo/，/mu/ の原音声に対し，

測定した /m/の有声区間の長さを Table 1に表した。

聴収実験で得られた 960（後続母音 2 × 原音声 10

× 刺激音の加工段階 3 × 選択ボタンの配置 2 × 実験
参加者 8）の「鼻音」判定結果は Table 2に示した。

ただし，日本語音声が提示された練習ブロックの場

合，「正答率」は 98%であった（n = 96）。

4 考察

本研究で使用した韓国語語頭鼻音の原音声は，口

腔開放までの有声区間の持続時間において，ばらつき

が大きいことが確認できる（Table 1，2）。実験刺激

に対する日本語母語話者の知覚判定では，/me/ より

/ma/ の方が脱鼻音化の頻度が高かった（Table 2）。

「ma02」，「ma03」，「ma06」など，原音声（step0）

が全く鼻音に知覚されなかった場合においては，そ

の加工音声（step1，step2）も殆ど鼻音に知覚されな

かった。その反面，「me10」系列の刺激のように，鼻

音に知覚される頻度の高かった原音声において，そ

の原音声の有声区間を削除した加工音声に対しても

「鼻音」判定率が高いケースも見られた。

各刺激の加工段階と知覚判定結果を比較すると，刺

激によって，（a）原音声は鼻音に聞こえるが，/m/ の

有声区間の削除によって鼻音に聞こえなくなるもの，

（b）原音声が鼻音に知覚され，/m/ の有声区間を削

除しても鼻音に聞こえるもの，（c）原音声から鼻音に

聞こえないものがあると見られる。上記の（a）型の

刺激においては /m/ の有声区間が鼻音知覚に影響し

ているが，（b）型では，/m/ の有声区間以外の手掛か

りで鼻音が知覚されていると考えられる。

5 おわりに

本研究では，日本語母語話者による韓国語語頭鼻音

/m/の知覚において，/m/の有声区間が影響している

ことが，一部の刺激において確認された。ならびに，

後続母音の第１・2フォルマントの遷移の開始，また

は，口腔開放直前までの /m/ の有声区間を削除して

も，鼻音に知覚される場合が見られた。よって，/m/

の有声区間内にある情報以外の知覚的手掛かりが，鼻

音の知覚に関係していることが推測される。

今後，日本語の鼻音との音響・知覚的比較を行い，

脱鼻音化にどの音響的手掛かりが関係しており，それ

らの手掛かりが時間とともにどのように分布してい

るかを解明したい。
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